


信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

藤

村

潤

一

郎

信
濃
国
上
田
宿
は
北
国
往
還
に
あ
る
｡
同
宿
に
関
す
る
定
飛
脚
に
つ
い
て
'
昭
和

1
五
年

T
月
刊
､
藤
沢
直
枝
著
､
上
田
市
揃

｢
上
田

T
)

市
史
｣
上
巻
に
は
､
定
飛
脚
渡
世
出
願
と
し
て
'
文
化
八
年
正
月
に
上
田
原
町
の
富
士
屋
料
右
衛
門
の
弟
治
助
と
'
同
町
綿
昆
喜
三
郎
の

弟
太
兵
衛
の
両
人
が
､
各
兄
'
親
較
連
署
の
上
で
､
毎
月
五
'

一
五
㌧
二
五
日
の
111日
毎
に
定
飛
脚
を
出
顕
し
た
｡
原
町
関
屋
は
願
書
を

藩
に
取
次
い
で
聞
済
に
な
り
､
出
願
人
は
旅
立
屈
は
不
用
で
口
上
の
み
で
よ
い
と
認
め
ら
れ
た
と
し
､
そ
の
後
の
成
績
に
つ
い
て
は
見
る

べ
き
史
料
が
な
い
と
記
し
て
い
る
｡

さ
ら
に

｢
定
飛
脚
旧
記
｣
に
よ
り
､
安
政
三
年
二
月
に
飛
脚
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
の
請
願
を
許
し
'
中
山
道
追
分
宿
か
ら
北
国
往
還
経

由
に
よ
り
善
光
寺
に
出
て
､
越
後
新
潟
に
達
す
る
毎
月
三
回
往
復
六
回
の
定
期
飛
脚
が
開
始
さ
れ
た
が
へ
こ
の
飛
脚
が
上
田
宿
に
も
相
応

の
便
宜
を
与
え
た
ろ
う
と
記
し
て
い
る
｡

前
者
に
つ
い
て
は
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
､
上
田
市
原
町
滝
沢
佳
夫
氏
所
蔵
原
町
問
屋
日
記
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
｡
後
者
は
定
飛

(2
)

脚
旧
記
に
ょ
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
明
治

一
四
年
九
月
'
駅
逓
局
御
用
掛
青
江
秀
嗣
次

｢
大
日
本
帝
国
駅
適
志
稲
考
証
｣

の
安
政
三
年
の

項
に
〇
三
年
二
月
飛
脚
問
屋
島
昆
佐
右
衛
門
ノ
詰
頗
ヲ
以
テ
中
山
道
追
分
宿
ヨ
リ
葺
光
寺
ヲ
経
テ
越
後
新
潟
こ
達
ス
ル
街
月
三
回
往
役
六

倍
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

二
三
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史
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回
ノ
定
期
飛
脚
ヲ
許
ス
会
符
揖
札
及
各
駅
其
勘
合
印
ヲ
予
付
シ
定
賃
銭
ヲ
以
テ
人
馬
逓
伝
ヲ
許
ス
事
東
海
道
ノ
如
品

研
脚

と
あ
る
の
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
前
述
の
原
町
問
屋
日
記
は
信
濃
国
小
県
郡
上
田
原
町
問
屋
日
記
と
し
て
国
立
史
料
館
で
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
い
る
の
で
､
こ
れ
に
よ
り
上
田
宿
に
お
け
る
定
飛
脚
に
つ
い
て
史
料
紹
介
を
す
る
｡

一

京
崖
定
飛
脚
取
次
所

文
化
八
年
末
正
月
書
目
'
瀧
沢
助
右
衛
門

｢
日
記
｣
に
よ
る
と
'
同
年
正
月
付
､
瀧
沢
助
右
衛
門
､
町
年
寄
衆
中
宛
､
原
町
冨
土
屋
料

右
衛
門
方
治
助
'
同
町
綿
屋
喜
三
郎
方
太
兵
衛
､
治
助
見
料
右
衛
門
'
太
兵
衛
兄
喜
三
郎

｢
1
札
之
事
｣
に
は
､
治
助
と
太
兵
衛
が
毎
月

五
日
'

1
五
日
､
二
五
日
の
三
度
の
定
飛
脚
渡
世
を
出
願
し
､

｢
御
他
家
御
絵
府
｣
と
百
字
帯
刀
の
件
は
勿
論
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
も

少
し
も
権
威
を
ふ
り
か
ざ
ぎ
な
い
｡
宿
継
荷
物
持
参
の
往
来
に
は
他
の
商
人
と
同
様
に
宿
々
の
問
屋
に
蔵
敷
を
払
っ
て
通
行
L
t
夜
道
早

立
な
ど
は
し
な
い
｡
な
お
遠
国
他
国
迄
の
金
子
荷
物
を
引
請
け
る
際
に
は
､
親
頼
と
共
に
異
変
に
対
処
し
'
領
主
､
町
御
役
所
に
厄
介
を

か
け
な
い
｡
ま
た
道
中
で
の
不
法
に
は
如
何
様
の
御
各
で
も
受
け
る
と
し
て
い
る
0

こ
れ
に
対
し
て
町
年
寄
と
問
屋
で
は
､
定
飛
脚
の
件
は
先
例
が
不
明
な
た
め
評
議
す
る
迄
は
､
右
の
下
書
で
伺
っ
た
処
を
申
付
け
て
も

よ
い
と
さ
れ
､
申
渡
書
付
の
作
製
に
着
手
し
た
｡

つ
ぎ
に
こ
の
定
飛
脚
は
毎
月
出
立
の
た
め
旅
立
願
で
は
な
く
'
単
な
る
御
屈
で
済
む
よ
う
に
願
出
た
結
果
へ
出
立
と
帰
着
の
際
に
は
口

上
で
町
手
代
中
と
町
役
人
に
届
け
る
の
み
で
よ
い
事
と
な
っ
た
｡

以
上
の
記
述
か
ら
信
州
上
田
で
治
助
と
太
兵
衛
の
定
飛
脚
渡
世
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
'
両
人
共
に
兄
の
家
に
居
る
事
は
､
飛
脚
以

外
の
営
業
が
同
族
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
営
業
は
三
都
に
ま
た
が
る
飛
脚
業
者
か
ら
直
ち
に
注
目
さ
れ
た
｡
営
業
は
飛
脚
業
者
と
無
関
係
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
具



体
的
な
事
は
不
明
で
あ
る
｡
翌
々
文
化

一
〇
年
酉
正
月
書
辰
､
滝
沢
助
右
衛
門

｢
日
記
｣
に
は
同
年
七
月
に
､
先
達
っ
て
上
州
高
崎
京
昆

弥
兵
衛
が
信
州
上
田
原
町
の
富
士
昆
料
右
衛
門
店
を
借
請
け
て
定
飛
脚
所
を
立
て
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
｡
こ
れ
は
前
記
の
文
化
八
年

に
富
士
昆
料
右
衛
門
の
弟
治
助
と
綿
昆
太
兵
衛
が
願
っ
て
既
に
定
飛
脚
渡
世
を
し
て
い
る
上
に
､
同
店
で
同
商
売
と
云
う
事
に
な
る
が
'

治
助
は
出
願
が
許
可
さ
れ
た
場
合
に
は
渡
世
を
や
め
る
事
に
し
て
お
り
､
太
兵
衛
も
差
支
え
な
い
と
の
事
で
あ
る
｡
ま
た
町
年
寄
が
上
田

海
野
町
問
屋
及
び
町
手
代
中
に
も
掛
合
っ
た
が
矢
張
り
差
支
が
な
-
､
ま
た
事
情
を
申
出
た
容
付
に
高
崎
役
人
中
の
奥
書
も
あ
っ
た
の

で
'
証
文
案
紙
が
富
士
昆
料
右
衛
門
に
渡
さ
れ
た
｡

つ
い
で
同
年
九
月
に
は
次
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
御
奉
行
宛
'
願
主
原
町
料
右
街
門
'
組
合
両
人

｢
率
願
口
上
書
｣
で

あ
り
'
料
右
衛
門
は
上
州
高
崎
田
町
､
浄
土
真
宗
高
崎
片
町
党
法
寺
旦
那
京
昆
弥
兵
衛
か
ら

｢
勝
手
続
｣
を
も
っ
て
原
町
料
右
衛
門
店
を

借
宅
し
て
飛
脚
取
次
処
商
売
を
し
た
い
旨
の
内
談
が
あ
っ
た
o
そ
の
際
に
京
屋
の
宗
判
は
年
々
高
崎
宿
で
渡
す
事
に
な
っ
て
い
た
O
そ
し

て
こ
の
口
上
書
に
は
高
崎
の
問
屋
方
か
ら
召
付
を
と
っ
て
い
る
｡

こ
の
他
に
京
屋
か
ら
同
年
九
月
付
､
松
平
伊
賀
守
様
御
城
下
原
町
問
屋
瀧
沢
助
右
衛
門
､
町
年
寄
宛
､
松
平
右
京
苑
城
下
上
州
群
馬
郡

高
崎
町
田
町
京
星
弥
兵
衛
へ
話
人
同
処
近
江
足
利
八

｢
一
札
之
事
｣
が
碇
出
さ
れ
て
い
る
｡
内
容
は

1

(往
来
)
今
回
の
定
飛
脚
取
次
所
開
設
を
願
-
に
つ
い
て
は
､
往
来
で
は
作
法
を
守
り
'
宰
髄
の
者
を
差
立
て
た
場
合
で
も
迎
反
す

れ
ば
御
容
を
受
け
る

2

(上
田
で
の
渡
世
心
得
)
飛
脚
同
様
に
荷
物
請
負
渡
世
を
営
む
者
が
あ
っ
て
も
差
支
な
い
｡
ま
た
諸
荷
物
は
荷
主
相
対
の
場
合
は
特

別
だ
が
､
｢謂
れ
な
き
｣
荷
物
は
引
受
け
な
い
｡
仰
渡
さ
れ
た
事
項
に
連
反
し
た
場
合
に
は
上
田
を
引
払
い
､
店
を
あ
け
て
上
州
高

崎
京
星
に
引
取
る
｡
そ
し
て
上
田
で
の
渡
世
中
は
何
カ
年
で
も
こ
の
一
札
に
よ
る
｡

･の
二
項
で
､
終
り
に
上
州
高
崎
町
問
屋
年
寄
の
引
請
け
文
言
が
あ
る
｡
こ
の
1
札
の
写
が
御
奉
行
に
投
出
さ
れ
､
他
に
借
宅
証
文

1
通

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)
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が
と
ら
れ
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
町
役
人
に
請
合
書
付
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
｡

即
ち
同
年
九
月
付
､
御
車
行
宛
､
問
屋
滝
沢
助
右
衛
門
'
町
年
寄
宮
下
九
左
衛
門
地
五
人

｢
差
上
申
御
請
証
文
之
事
｣
と
し
て
､
内
容

は
上
田
原
町
料
右
衛
門
が
定
飛
脚
宿
商
売
を
高
崎
の
京
昆
弥
兵
衛
に
譲
る
願
が
聞
済
に
な
っ
た
の
で
､
高
崎
か
ら
上
田
問
屋
､
町
年
寄
に

請
合
証
文
が
出
さ
れ
た
｡
こ
の
手
続
が
終
っ
た
の
で
上
田
の
飛
脚
宿
に
つ
い
て
は
上
田
問
屋
､
町
年
寄
が
請
合
う
と
し
て
い
る
｡

こ
の
請
合
証
文
は
九
月
二
六
日
に
願
い
通
り
に
申
渡
さ
れ
た
｡
そ
れ
に
附
随
し
て
同
年
九
月
付
､
問
屋
滝
沢
助
右
衛
門

｢覚
｣
に
は
､

原
町
治
助
､
太
兵
衛
が
定
飛
脚
渡
世
休
業
を
申
出
て
い
る
｡

こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
京
屋
の
上
田
進
出
は
､
現
地
業
者
の
買
収
､
又
は
名
義
換
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
｡
こ
う
し
て
発
足
し
た
上
田
の
京

星
に
つ
い
て
は
'
天
保

一
〇
年
亥
正
月
昔
日
'
瀧
沢
助
右
宿
門

｢
日
記
｣
に
召
抱
の
者
が
金
子
持
逃
を
し
た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
｡

そ
れ
は
九
月

一
五
日
中
下
刻
付
､
小
諸
宿
が
善
光
寺
迄
宛
､
追
分
宿
問
屋
市
左
衛
門

｢覚
｣
に
'
同
月

一
一
日
に
召
抱
の
久
三
郎
を
京

昆
弥
兵
衛
は
上
州
相
生
町
か
ら
高
崎
宿
同
店
に
'
高
崎
鹿
島
弥
七
の
金
二
両
入
状
壱
通
へ
京
星
市
右
衛
門
､
利
兵
衛
の
書
状
添
天
保
銭
入

貢

一
七
二
文
と
'
金
五
三
両
及
び
三
七
四
文
の
日
録
入
状

一
通
の
三
口
を
持
参
さ
せ
た
が
持
逃
を
し
た
｡
彼
は
年
頃
三
〇
歳
位
で
背
丈
は

中
肉
中
背
､
色
は
少
々
黒
い
方
で
薄
い
所
も
あ
る
.
衣
塀
は
茶
替
り
嶋
袷

1
つ
に
信
州
袖
竪
嶋
の
古
半
天
､
襟
は
黒
さ
や
で
あ
る
.
脇
差

は
鉄
拳
で
輪
が
三
㌧
四
あ
る
｡
股
引
脚
半
'
自
差
甲
掛
を
し
て
い
る
｡

各
宿
で
見
か
け
た
場
合
に
は
取
押
え
て
'
追
分
宿
ま
で
宿
継
送
り
で
通
知
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
｡
結
果
は
明
ら
か
で
な
い
｡
道
路

を
通
行
す
る
飛
脚
の
姿
は
久
三
郎
と
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡



二

嶋

屋

文
化

一
四
丁
丑
歳
六
月
､
滝
沢
助
右
衛
門

｢
弐
番
日
記
｣
に
は
'
同
年

一
一
月

一
〇
日
に
定
飛
脚
問
屋
嶋
昆
佐
右
街
門
代
藤
兵
衛
'
孫

七
の
両
人
が
き
て
'
今
回
初
め
て
北
国
道
中
筋
請
負
荷
物
を
月
次
上
下
六
斉
に
越
後
国
柏
崎
迄
往
返
す
る
事
に
改
め
た
-
､
つ
い
て
は
御

代
官
所
御
用
物
と
商
物
請
負
を
四
駄
限
り
通
行
し
た
い
｡
普
通
の
商
荷
物
と
追
い
御
用
物
で
あ
る
か
ら
退
く
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
､
そ

の
点
に
つ
い
て
拒
支
の
有
無
を
聞
い
て
き
た
｡

北
国
街
道
は
江
戸
か
ら
追
分
宿
迄
は
中
山
道
と
同
じ
で
あ
り
'
追
分
か
ら
小
諸
､
海
野
､
上
田
､
坂
木
､
上
下
戸
倉
､
矢
代
､
丹
淡

島
､
善
光
寺
､
そ
れ
か
ら
柏
崎
を
経
由
し
て
越
後
国
出
雲
崎
に
至
り
'
佐
波
に
連
絡
し
て
い
る
O

再
び
も
と
に
戻
る
が
､
前
記
の
嶋
屋
の
厭
に
対
し
て
､
｢右
御
触
中
山
道
老
道
中
御
奉
行
所
御
蝕
も
御
座
候
間
｣､
写
し
て
み
る
よ
う
に

申
聞
か
せ
て
い
る
｡
そ
の
御
蝕
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

一
定
飛
脚
問
屋
荷
物
､
定
飛
脚
と
認
候
絵
符
ヲ
差
､
宰
領
之
老
共
江
定
飛
脚
と
認
候
焼
印
札
ヲ
為
持
､
宿
々
江
老
右
札
ヲ
渡
置
而
引

合
､
宿
場
定
賃
銭
急
皮
相
払
往
返
可
致
旨
申
渡
候
間
'
其
旨
相
心
得
'
右
札
ヲ
詰
取
匿
'
無
相
迎
分
老
定
賃
銭
請
取
可
継
送
趣
､
天

明
二
寅
年
十

一
月
､
寛
政
元
酉
年
七
月
相
蝕
候
処
'
い
つ
と
な
く
定
飛
脚
荷
物
､
商
人
荷
物
同
様
跡
江
廻
し
継
立
候
様
相
聞
候
､
定

飛
脚
荷
物
之
内
二
者
諸
向
.qa夫
々
江
差
立
候
御
用
筋
之
書
覇
も
有
之
供
条
､
外
々
絵
符
荷
物
茂
同
株
心
得
､
右
焼
印
札
引
合
､
無
相

違
分
老
定
之
賃
銭
受
取
､
宿
場
到
着
之
順
次
弔
不
留
匠
､
宿
人
馬
二
不
限
､
助
郷
馬
二
両
も
早
速
継
送
可
中
老
也

丑

主
計
印

十
月
美
濃
印

中
山
道
中

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

二
ヨ
九



史
料
館
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要

第
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板
橋
宿
β

守
山
宿
追
宿
々
問
屋
年
寄

川
々
役
人
共
(補
I
)

文
中
に
見
え
る
天
明
二
年
の
御
蝕
は
天
保

二

子
年
二
月
序
'
利
右
衛
門

｢定
飛
脚
問
屋
既
済

1
件

二
ノ

冊
｣

と
'
昭
和

1
二
年

(禰
2
)

刊
､
大
森
利
球
治

･
三
沢
勝
衛

｢塩
尻
町

誌

｣

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
､
寛
政
元
年
の
御
蝕
は
確
認
し
て
い
な
い
｡
つ
ぎ
に
右
の
御
蝕
に

つ
い
て
､
同
年

1
0
月

一
九
日
付
で
諸
国
代
官
武
蔵
の
大
岡
源
右
衛
門
が
中
山
道
各
宿
間
星
年
寄
と
川
々
役
人
に
触
書
の
本
紙
と
写
に
訪

印
帳
を
添
え
て
遣
わ
し
て
い
る
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
御
蝕
は
中
山
道
に
関
す
る
も
の
だ
か
ら
追
分
宿
は
関
係
す
る
が
､
上
田
宿
な
ど
は

対
象
外
に
な
る
.
つ
ぎ
に
追
分
宿
は
北
国
道
中
筋
継
送
に
つ
い
て
､

此
度
北
国
道
中
筋
江
御
請
負
御
荷
物
御
差
立
被
成
度
段
致
承
知
候
､
然
上
者
御
定
之
賃
銭
請
取
､
聯
差
支
無
之
様
可
継
送
候
､
依
之

致
印
形
候
以
上

丑
十
月

と
請
印
し
て
い
る
｡
こ
の
書
付
は
上
田
を
含
め
て
小
諸
か
ら
善
光
寺
迄
廻
文
さ
れ
た
が
､
北
国
道
中
で
小
諸
か
ら
善
光
寺
迄
が
組
合
と

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
｡
各
宿
は
組
合
宿
方

1
同
の
相
談
が
な
-
て
は
印
形
し
兼
ね
る
事
と
四
割
増
賃
銭
の
積
り
を
申
合
せ
て
い
る
｡

結
局
宿
の
捺
印
と
荷
物
推
立
の
件
は
承
知
さ
れ
た
が
､
問
屋
年
寄
実
印
は
捺
印
出
来
な
い
事
に
な
っ
た
｡
書
付
の
追
分
宿
は
中
山
道
関



係
御
蝕
に
ょ
る
訪
印
だ
が
､
小
諸
か
ら
の
各
宿
は

｢
御
触
外
之
義
｣
で
あ
り
､
問
屋
の
み
で
あ
れ
は
よ
い
が
､
年
寄
の
印
形
は
出
来
な
い

と
嶋
屋
側
に
答
え
'
嶋
屋
は
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
｡

交
渉
は
つ
い
で
蔵
敷
の
問
題
と
な
り
､
こ
れ
は
出
さ
な
い
事
と
な
っ
た
.
そ
し
て
継
立
の
た
め
定
駄
賃
の
上
に
増
銭
の
祝
を
決
定
し
な

け
れ
ば
､
実
際
の
運
行
に
当
る
宰
額
の
者
が
仕
事
が
出
来
な
い
.
こ
こ
で
は
各
宿
が
追
分
宿
の
書
付
の
文
面
の
み
で
は
納
得
せ
ず
､
矢
張

り
組
合
宿
方

1
同
の
相
談
が
要
求
さ
れ
た
O
嶋
星
側
が
各
宿
に
挨
拶
し
､
同
年

二

月
付
で
中
山
道
追
分
宿
､
北
国
道
小
諸
宿
､
田
中

宿
'
海
野
宿
の
問
屋
年
寄
へ
及
び
上
田
宿
問
屋

(帳
場
印
)
が
北
国
道
中
筋
へ
御
請
負
御
荷
物
を
御
定
の
賃
銭
に
よ
り
継
立
て
る
事
を
横

帳
面
に
宿
並
実
印
し
て
い
る
O
上
田
宿
の
北
国
筋
月
次
往
返
六
斎
荷
物
四
駄
限
往
返
は
重
荷
で
あ
る
た
め
'
貫
目
増
駄
賃
銭
と
し
て
同
年

二

月
に
上
田
宿
海
野
､
原
両
問
屋
が
嶋
屋
に
対
し
て
､
二
里
半
の
田
中
宿
へ
は
四

1
文
'
二
里
の
海
野
宿
へ
は
二
二
文
､
三
旦
六
丁
の

坂
本
宿
へ
は
五

一
文
と
し
､
他
に
居
士
は
増
銭
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
事
に
し
て
い
る
｡

(捕
3
)

(
マ
マ
)

｢塩
尻
町
誌
｣
に
よ
る
と
'
天
保

一
二
辛
丑
年
三
月
付
'
中
山
道
宿
々
問
屋
衆
中
宛
'
場
屋
佐

左

衛

門
･
京
昆
弥
兵
衛

｢
ロ
清
｣
を
記

る
し
た
帳
面
が
'
宿
方
に
出
さ
れ
た
｡
即
ち
文
化

一
四
年
の
御
蝕
の
趣
意
通
り
継
立
る
宿
方
は
調
印
'
L
か
ら
ざ
る
宿
方
は
下
げ
札
を
す

る
事
に
し
､
宰
領
惣
代
両
人
が
持
参
し
て
い
る
か
ら
､
そ
の
他
に
早
着
す
る
字
っ
に
相
談
を
求
め
て
い
る
事
実
が
あ
る
｡

安
政
三
辰
年
､
瀧
沢
助
右
衛
門

｢
日
記
｣
に
は
､
同
年
三
月
二
五
日
に
越
中
董
商
人
荷
物
往
来
に
つ
い
て
上
田
宿
横
町
勝
太
郎
宅
で
､

軽
井
沢
か
ら
善
光
寺
迄
の
宿
が
会
合
し
､
今
回
嶋
昆
佐
右
衛
門
定
飛
脚
御
免
に
つ
い
て
の
宿
々
に
御
触
流
が
あ
っ
た
点
に
つ
き
相
談
が
行

(3
)

な
わ
れ
た
O
明
治
期
の

｢
法
規
分
頼
大
全
｣
に

｢
中
山
道
ヨ
リ
新
潟
迄
島
屋
佐
右
衛
門
荷
物

ハ
著
順
次
第
継
立
セ
シ
ム
｣
と
し
て

安
政
三
丙
辰
年
二
月
十
五
日

(
駅
避
志
料
抄
録
)

瀬
戸
物
町
市
右
衛
門
借
地

信
州
上
田
原
町
間
置
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

島
屋
佐
右
衛
門

右
老
中
山
道
板
橋
ヨ
リ
追
分
宿
､
夫
ヨ
リ
北
国
善
光
寺
通
り
越
後
新
潟
迄
飛
脚
荷
物
継
立
ノ
儀
'

1
箇
月
三
度
往
返
六
度
宛
'
以
来

▼
▼

相
定
メ
最
定
飛
脚
と
記
シ
供
給
府
ヲ
拒
シ
､
宰
領
ノ
者
モ
同
様
認
候
焼
印
札
ヲ
為
持
'
宿
々
へ
そ
右
札
ヲ
渡
シ
匿
キ
引
合
､
宿
場
定

ノ
賃
銭
急
皮
相
払
'
往
返
可
致
旨
申
渡
間
､
其
方
宿
々
ニ
チ
モ
右
之
趣
相
心
得
､
右
焼
印
札
ヲ
詰
取
二
合
七
相
違
ナ
キ
分

ハ
､
御
用

物

ハ
勿
論
其
外
ノ
荷
物

ニ
チ
モ
著
順
次
第
不
留
置
､
宿
馬
二
不
限
､
助
郷
馬

ニ
チ
モ
早
速
可
継
送
老
也

御
勘
定
奉
行

必
ら
ず
L
も
正
確
な
写
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
'
中
山
道
板
橋
か
ら
追
分
､
つ
い
で
北
国
道
経
由
新
潟
迄
の
定
飛
脚
を
嶋
屋
に
命
じ
た

も
の
で
あ
る
｡

再
び

｢
日
記
｣
に
よ
る
と
､
嶋
星
名
代
が
き
て
宿
々
に
鑑
札
を
渡
し
､
賃
銭
沓
銭
と
か
で
賃
銭
を
壱
割
五
分
増
に
す
る
事
の
受
印
を
取

っ
た
｡
宿
側
と
し
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
議
定
が
な
い
の
で
､
将
来
問
題
が
起

っ
た
場
合
に
対
処
す
る
た
め
'
評
議
の
上
で
内
規
定
書
が

作
成
さ
れ
､
宿
々
に
壱
通
宛
預
か
る
事
に
し
た
｡
前
記
増
銭
な
ど
は
帳
場
で
控
え
て
い
る
｡

規
定
書
は
安
政
三
年
辰
三
月
二
六
日
付
で
､
軽
井
沢
'
沓
掛
､
坂
木
の
各
宿
問
屋
'
上
戸
倉
下
戸
倉
両
宿
代
下
戸
倉
宿
年
寄
､
矢
代
､

丹
波
嶋
'
善
光
寺
､
追
分
､
小
諸
､
田
中
､
海
野
'
上
田
の
各
宿
､
町
の
問
屋
が
取
替
し
た
も
の
で
､
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

肘

(前
書
)
今
回
新
潟
御
用
の
便
利
の
た
め
1
カ
月
に
往
返
六
度
宿
場
定
の
賃
銭
で
､
宿
到
着
次
第
に
宿
馬
､
.助
郷
馬
い
ず
れ
に
抱
ら
ず

直
ち
に
継
送
る
事
を
江
戸
瀬
戸
物
町
定
飛
脚
場
屋
佐
右
衛
門
に
仰
付
け
た
御
触
書
に
よ
り
'
場
屋
代
人
か
ら
宿
々
へ
対
談
が
行
な
わ
れ

た
｡
将
来
商
人
荷
物
を
交
え
て
運
行
の
場
合
に
は
､
困
窮
し
て
い
る
宿
々
は
助
成
を
失
な
い
､
御
伝
馬
持
主
は
潰
れ
の
原
因
と
な
る
か

ら
､
今
回
善
光
寺
町
か
ら
軽
井
沢
宿
迄
が
上
田
宿
で
会
合
し
次
の
よ
う
に
定
め
る
｡

i9
(馬
継
増
の
場
合
)
新
潟
及
び
佐
渡
の
御
用
を
出
雲
崎
蓑
か
ら
出
し
た
場
合
以
外
に
'
途
中
か
ら
馬
鹿
増
に
な
っ
た
時
は
､
直
ち
に
会



合
し
て
宿
相
続
が
出
来
る
よ
う
奉
行
所
に
訴
え
る
事
｡

矧
(定
飛
脚
取
次
)
定
飛
脚
往
返
は
国
々
の
便
利
の
た
め
だ
か
ら
'
商
人
荷
物
を
除
き
小
包
習
状
な
ど
を
'
取
次
所
で
は
善
光
寺
町
'
上

田
町
は
壱
皮
に
四
貫
目
'
小
諸
町
は
二
貫
目
､
他
の
宿
々
の
取
次
所
は
]
貫
目
限
り
世
話
を
す
る
｡
な
お
商
人
荷
物
を
交
え
て
は
な
ら

な
い
｡

他

(継
立
駄
数
)
嶋
星
の
荷
物
継
立
方
は
壱
度
に
五
駄
迄
と
す
る
が
､
将
来
こ
れ
が
増
加
し
た
時
は
会
合
の
上
直
ち
に
訴
え
る
事
.

愉
(間
立
､
新
規
)
将
来
'
今
回
の
日
数
以
外
に
間
立
を
求
め
ら
れ
て
も
応
じ
な
い
.
ま
た
新
鋭
日
数
の
願
が
あ
っ
た
時
は
'
宿
々
助
郷

が

一
致
し
て
難
渋
す
る
事
を
訴
え
る
.

脚

(結
び
)
宿
々
が
取
極
め
た
上
は
こ
れ
に
違
反
し
な
い
事
｡

以
上
の
項
目
は
定
飛
脚
に
つ
い
て
1
敏
的
な
宿
側
の
規
定
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
新
潟
孝
行
は
天
保

)
四
年
か
ら
で
あ
る
か
ら
､
特
に

安
政
三
年
は
定
飛
脚
御
免
と
は
関
係
な
い
｡
こ
の
御
蝕
の
契
機
は
不
明
で
あ
る
｡

こ
の
規
定
雷
に
関
係
す
る
事
件
が
翌
年
起

っ
た
｡
安
政
四
巳
年
､
滝
沢
助
右
衛
門

｢
日
記
｣
の
問
五
月

二
二
日
の
条
に
は
､
嶋
昆
定
飛

脚
が
同
年
五
月
に
上
田
宿
で
原
町
が
月
番
の
時
に
縮
荷
物
を
持
参
し
た
｡
北
国
道
中
を
南
下
し
て
来
た
途
中
の
宿
々
で
は
相
対
賃
銭
を
受

取
っ
た
と
の
事
で
あ
っ
た
か
ら
､
上
田
宿
で
は
倍
増
賃
銭
を
受
取
っ
て
継
立
て
た
｡
と
こ
ろ
が
中
山
道
に
入
っ
て
軽
井
沢
宿
で
は
差
止
め

て
絵
符
を
引
上
げ
詫
書
を
取
っ
て
い
る
｡
そ
れ
は
安
政
四
巳
年
五
月

山
七
日
付
へ
中
仙
道
軽
井
沢
宿
問
良
市
左
衛
門
宛
へ
新
潟
飛
脚
場
屋

佐
右
南
門
取
次
山
田
惣
左
衛
門
才
領
徳
兵
衛
'
当
宿
定
宿
加
判
六
右
衛
門

｢
差
出
申

一
札
之
事
｣
で
あ
る
｡

内
容
は
新
潟
飛
脚
嶋
屋
は
今
回
越
後
国
柏
崎
か
ら
桁
荷
物
七
駄
に
'
弐
つ
の
定
飛
脚
の
絵
府
を
つ
け
'
宿
々
相
対
賃
銭
を
払
っ
て
軽
井

沢
宿
迄
来
た
ら
荷
物
預
り
差
留
に
な
っ
た
｡
そ
の
理
由
は
新
潟
飛
脚
は
新
潟
の
御
役
所
か
ら
江
戸
へ
往
返
の
御
用
物
の
た
め
の
も
の
だ
か

ら
'
新
潟
か
ら
の
書
状
等
を
持
添
え
て
通
行
す
べ
き

で
あ
る
の
に
､
他
所
出
の
荷
物
を
持
参
し
た
の
は
嶋
屋
と
飛
脚
会
所
の
誤
り
で
あ

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

二
四
三



史
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二
四
四

り
'
本
来
は
道
中
奉
行
所
に
訴
出
る
べ
き
だ
が
内
分
に
し
､
駄
賃
帳
と
荷
物
絵
府
二
八
枚
を
是
迄
前
の
宿
々
を
偽
っ
て
通
行
し
た
と
し
て

軽
井
沢
宿
が
預
か
っ
た
｡

/

こ
の
事
件
は
商
人
荷
物
と
定
飛
脚
絵
府
の
問
題
で
､
上
田
宿
な
ど
は
倍
増
賃
銭
で
通
し
､
軽
井
沢
宿
は
差
留
め
た
事
が
示
す
よ
う
に
､

運
用
面
で
定
飛
脚
の
解
釈
は
流
動
的
で
あ
る
｡
以
後
各
宿
で
何
様
に
調
整
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
｡

つ
ぎ
に
嶋
屋
か
京
屋
か
不
明
で
あ
る
が
京
都
か
ら
の
定
飛
脚
が
途
中
､
荷
物
を
紛
失
し
て
い
る
｡
即
ち
同
年
七
月
付
､
御
奉
行
宛
､
町

年
寄

･
問
屋

｢
御
届
書
｣
に
よ
る
と
､
京
都
小
池
八
幡
町
越
前
昆
弥
右
衛
門
か
ら
上
田
の
原
町
成
沢
新
六
方
へ
定
飛
脚
便
で
､
荷
物
壱
箇

と
小
包
五
つ
を
長
轍
村
馬
士
文
作
が
七
月
六
日
附
で
き
て
､
下
壕
迄
は
確
認
し
て
い
る
が
､
そ
れ
か
ら
上
田
迄
の
間
で
小
包
壱
つ
が
紛
失

し
た
と
新
六
が
届
け
た
｡

(4
)

お
は
ぎ

か

ひ
ま

で
く

-十

号

に

具
体
的
な
事
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
こ
の
運
送
は
元
禄

一
五
年
刊
､
都
乃
錦

｢
沖
辞
し
ら
波
｣

四
の
｢
大

坂

乃

飛

脚

官
の
長

蔵

似

せ

に

の
荷

車

｣
に
､
美
濃
に
妻
を
持
ち
尾
張
に
住
む
高
持
百
姓
の
長
蔵
が
没
落
し
て
､
女
房
を
男
に
あ
ず
け
尾
張
国
官
宿
の
間
星
に
赴
き

か
L)

か̂

む
まキ
ひ
か
ち
L)_

しや
ペ
つ

い
づ
く
の
雲
も
さ
は
り
な
き
か
げ
も
丸
と
し
十
年
切
て
｡
銀
子
弐
百
目
た
し
か
に
手
取
の
身
は
駕

範

を

昇

｡

馬

追

歩

行

荷

の

差

別

な

ほう
L)う

ぎ上さい

せ
ど

さう
じ

は
たら
く

-
.
親
方
の
い
ひ
付
を
つ
と
め
さ
せ
も
が
琵
ほ
ど
も

奉

公

に

如

在

な

く
.
門
は
き
淑

戸

は
き
庭
の
掃

持

に
い
た
る
ま
で

働

事

O

を
四
年
程
続
け
た
が
次
第
に
往
来
の
旅
人
に
対
し
て
小
城
を
し
始
め
た
｡

か
へ

上
▲

つ
みゝ

い
i)
や
う

だ

E
･や
う

あ
る
時
御
用
御
引

替

銀

と
会

符

に
し
る
し
て
十
貫
目
の
む
し
ろ

包

こ

す

づ
～
馬
に
付
け

己

上

七

駄
｡
大
坂
三
度
才

料

し

て
江
戸
へ
下

り
け
る
を

(下
略
)

だ
ん
Llq

長
蔵
は
｢
旦

那

の
馬
を
や
り
は
な
し
｣
官
か
ら
先
の
舞
坂
と
浜
松
の
間
に
似
せ
荷
を
作
-
つ
て
隠
し
て
お
き

か
いだう

かね
ほ

あん

ひさやくま
つきさ

血
▲

の
･e
･と
を

さ
て

海

道

江

出
て

銀

荷

の
来
る
を
ま
ち
居
た
り
｡
案

の

ご
と
く
三
度

飛

脚

真

先

に

｡
こ
く
く

と
居

眠

り

な
が
ら

粟

通

れ

ば
｡
跡
よ

だ

さJb

り
つ
ゞ

い
て
銀
荷
七
駄

は
な
を
そ
ろ
へ
て
み
へ
来
る
を
｡
長
蔵
は
な
さ
ぬ
か
と
い
へ
は

先

の

馬
子
付
て
こ
ひ
と
て
や
が
て
長
蔵
が
馬



や
す

･,b
ど

や
ろ

に
銀
を
付
さ
せ
｡
上
り
の
旅
人
に
む
か
ひ
舞
坂
江

安

ふ

し
て

戻

り

馬

迫

ふ

と
て
右
の
馬
子
は
か
へ
り
過
ぬ
｡
さ
て
長
蔵
半
道
は
か
り

さいJ>や･フ

馬
を
追
て
三
度
の

才

料

に

む
か
ひ
｡

長
蔵
は
馬
に
粥
を
飲
ま
せ
る
か
ら
宿
に
行
-
と
言
い
､
才
料
は
茶
屋
で
休
む
｡
長
蔵
は
宿
に
行
-
振
り
し
て
林
の
中
で
似
せ
荷
と
金
荷

を
か
え
､
会
符
は
そ
の
ま
ま
拒
し
て
現
ら
わ
れ
'
才
料
は
再
び
属
に
乗
る
｡
長
蔵
は
途
中
で
消
る
が
他
の
馬
子
は
記
憶
せ
ず
'
見
付
宿
に

ひ暮
やくけう
てん

と
ひ

i)

ひかJ>

着
い
て
夜
半
ま
で
待
つ
が
長
歳
は
現
わ
れ
ず
'
荷
物
を
点
放
し
て
｢
飛

脚

仰

天

し

そ
の
ま
～

問

屋

江
付
こ
た
へ
し
て
｣

｢
御
の
字

の

光

を

以
て
せ
ん
ぎ
｣
し
て
発
覚
す
る
｡

勿
論
上
田
宿
の
定
飛
脚
と
は
事
情
は
異
な
る
が
､
駄
送
の
際
の
才
料
と
馬
子
の
関
係
､
馬
子
ど
う
し
の
間
は
'
こ
の
浮
世
草
子
と
似
た

も
の
だ
っ
た
ろ
う
｡

(5
)

と
こ
ろ
で
北
国
道
中
で
の
定
飛
脚
の
姿
に
つ
い
て
は
'
昭
和
四
〇
年
三
月
刊
'
宮
川
撒
葉
執
蟹

｢柏
崎
ち
ぢ
み
史
｣

は
'
｢特
に
木
曽

街
道
の
飛
脚
は
飛
ぶ
鳥
を
お
と
す
勢
い
で
あ
っ
た
し
､
各
荷
宰
髄
格
は
名
字
帯
刀
を
さ
し
ゆ
る
さ
れ
､
大
い
に
威
厳
を
示
し
た
も
の
｣
で
､

御
用
絵
符
は
表
に
御
用
会
符
'
寅
に
会
･‥
御
役
所
と
書
き
へ
縦

1
尺
六
分
､
巾
二
寸
三
分
､
厚
五
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
嶋
屋

の
定
飛
脚
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

こ
の
他
に
縮
布
荷
物
は
毎
年
賃
銭
と
継
立
方
を
宿
場
間
星
と
協
定
し
､
嘉
永
以
降
は
雲
助
が
賃
増
を
要
求
し
運
送
の
延
滞
の
た
め
綿
布

問
屋
が
江
戸
奉
行
に
厩
書
を
出
し
た
と
し
て
い
る
が
､
こ
の
運
送
に
は
嶋
昆
以
外
の
在
地
の
江
戸
飛
脚
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
後
考
に
ま
も
た
い
｡

(6
)

街
道
に
お
け
る
嶋
臣
の
駄
送
荷
物
は
､
文
化
発
酉
初
春

二

〇
年
)
十
返
舎

)
九
著
､
月
暦
画

｢
方
言
修
行
金
革
笹
四
網
木
曽
路
巻
｣

(題
賓

｢
諸
国
道
中
金
の
草
軽

四
｣
)
の
本
庄
の
所
に
第

1
回
の
よ
-
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
荷
物
に
見
え
る
今
の
店
標
は
鳴
星
の
も
の
で

あ
る
｡
上
田
で
も
こ
の
よ
う
な
姿
が
見
ら
れ
た
ろ
う
｡

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)
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(7
)

新
潟
に
つ
い
て
は
昭
和
二
年
<
月
刊
､
高
崎
市
縮

｢
高
崎
市
史
｣

に
､
明
治
三
年

1
0
月
に

｢
信
州
通
り
､
三
国
通
り
越
後
新
潟
迄

月
々
二
､
七
㌧
四
'
九
ノ
日
飛
脚
往
還
始
メ
､
板
鼻
迄
馬

1
疋
二
貫
文
へ
金
古
迄
二
貫
五
百
五
十
文
､
倉
賀
野
迄

1
文
百
五
十
文
ト
シ
'

書
村
甚
衛
手
代
荘
次
郎
､
西
村
仁
三
郎
手
代
半
七
之
レ
ヲ
取
扱
フ
｣
と
あ
る
｡

(禰
4
)

｢
駅
逓
明

鑑

｣

巻
四
第
四
語
に
は
'
明
治
三
年
七
月
九
日
付
の
触
事
案
が
あ
り
'
通
商
三
会
社
頭
取
開
拓
御
用
達
兼

(和
泉
屋
)
書
村

甚
兵
衛
が
中
山
道
追
分
駅
よ
り
と
､
三
国
通
と
で
新
潟
迄
の
飛
脚
を
聞
届
け
ら
れ
た
旨
を
'
板
橋
-
追
分
-
新
潟
問
と
高
崎
-
新
潟
問
の

宿
村
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
｡

(8
)

文
政

l
O
I
l
二
年
刊
と
推
定
さ
れ
る
上
州
金
台
宿
､
松
屋
秀
書

｢
諸
業
高
名
録
｣
に
は
､
三
国
通
釈
川
宿
上
町
入
口
南
側
の
御
泊
宿

青
木
勘
右
衛
門
が
定
飛
脚
問
屋
場
屋
佐
右
衛
門
取
次
所
と
あ
る
か
ら
'
三
国
通
に
も
嶋
臣
は
営
業
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
な
お

三
国
通
金
台
駅
の
松
屋
芳
書
は
御
飛
脚
商
人
衆
御
休
泊
定
宿
で
､
諸
国
妙
薬
売
弘
所
で
も
あ
を
.

≡

諸
国
道
中
商
人
鑑
と
飛
脚

信
州
上
田
宿
の
定
飛
脚
に
つ
い
て
は
､
京
屋
が
上
州
高
崎
京
屋
の
一
種
の
支
店
で
あ
る
が
へ
そ
の
借
店
し
て
い
る
冒
土
屋
､
ま
た
関
係

す
る
締
藍
の
具
体
的
な
姿
は
明
ら
か
で
な
い
｡
場
屋
の
上
田
宿
で
の
あ
り
方
も
又
明
ら
か
で
な
い
｡
そ
れ
で
文
政
八
年
乙
酉
冬
､
晋
米
斎

(9
)

(10
)

司
馬
全
交
序
へ
文
政

1
0
年
亥
春
､
竹
野
半
兵
衛

･
壷
井
円
水
撰

｢
諸
国
道
中
商
人
鑑
｣
中
山
道
之

部

カ

と
中
仙
追
啓
光
寺
之

部

の

1
部

に仰
凸

と
を
､
文
化
二
年
乙
丑
､
昌
井

(京
屋
)
｢大
細
見
｣
と
対
比
し
て
考
え
た
い
｡
以
下

｢
諸
国
道
中
商
人
鑑
｣
の
飛
脚
関
記
事
を
紹
介
し
､

こ
れ
に

｢
大
細
見
｣
の
関
係
人
名
を

〔

〕
で
附
記
す
る
｡
な
お

｢
大
細
見
｣
は
茶
末
迄
使
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
｡

(板
橋
)
〔書
川
名
左
衛
門
〕

和
泉
昆
所
左
衛
門

三
度
飛
脚
定
宿

(弐
割
増
問
屋
'
御
休
泊
仕
候
)

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
三
号

(蕨
)
〔岡
田
五
郎
右
衛
門
〕

･梅
屋
次
郎
右
衛
門

諸
国
商
人
衆
御
荷
物
附
送
仕
候

(
酒
肴
御
奈
良
茶
所
)

林
源
兵
衛

御
荷
物
弐
割
増
問
屋

(御
泊
宿
)

(浦
和
)
〔星
野
権
兵
衛
〕

(大
官
)
〔大
野
甚
五
兵
衛
〕

清
水
平
右
衛
門

加
州
三
度
宿

(脇
本
陣
､
御
泊
宿
)

(上
尾
)
〔友
光
清
兵
衛
〕

(桶
川
)
〔内
田
源
右
衛
門
〕

(鴻
巣
)
〔立
川
四
郎
兵
衛
､
改
小
池
三
太
夫
〕

田
村
屋
久
六

諸
国
商
人
衆
御
荷
物
御
推
立
仕
候

(御
茶
漬
御
酒
肴
御
休
所
)

(熊
谷
)
〔
石
川
藤
四
郎
〕

(探
谷
)
〔中
星
忠
左
衛
門
〕

近
江
屋
彦
右
衛
門

京
都
紀
州
月
並
､
加
州
富
山
三
度
､
越
後
信
州
飛
脚
定
宿

晶

娼

御
泊
宿

中
臣
忠
左
衛
門

諸
国
江
金
銀
御
荷
物
御
取
次
所

嶋
星
京
星
押
商
人
二
割
増
荷
物
間
星

(脇
本
陣
､
問
屋
名
主
)

(本
庄
)
〔中
屋
伝
右
衛
門
､
改
読
不
明
〕

油
量
清
八

嶋
昆
京
屋
金
銀
荷
物
書
状
御
取
次
所

(
山
本
山
御
茶
漬
､
御
休
所
)

角
星
次
兵
衛

上
州
御
飛
脚
様
方
上
州
郡
村
々
御
不
案
内
之
御
方
江
老
私
方
こ
て
番
数
御
案
内
仕
供

(御
待
合
､
御
休
所
､
旭
御
茶

漬
)



(新
町
)
〔脇
本
陣
三
股
武
兵
務
〕

三
俣
武
兵
衛

(脇
御
本
陣
)

(倉
賀
野
)
〔須
賀
喜
太
郎
〕

須
賀
喜
太
郎

(脇
御
本
陣
)

(高
崎
)
〔京
星
弥
兵
衛
〕

田
嶋
屋
藤
兵
衛

越
中
富
山
紀
晋

宿

(御
泊
宿
)

穀
昆
勘
七

御
飛
脚
加
州
金
沢
､
越
後
長
岡
､
糸
魚
川
､
与
板
､
三
根
山
､
信
州
松
本
､
飯
山
､
上
田
'
松
代
御
定
宿

(
御
泊
宿
)

(板
鼻
)
〔藤
昆
五
左
衛
門
〕

藤
尾
五
左
衛
門

定
飛
脚
御
宿

(御
泊
宿
'
江
州
日
野
､
八
幡
､
中
郡
商
人
定
宿
)

(安
中
)
〔須
藤
内
蔵
之
助
〕

(松
井
田
)
〔藤
屋
治
左
衛
門
､
改
湊
臣
舌
兵
衛
〕

(坂
本
)
〔酒
屋
甚
兵
衛
〕

加
賀
足
利
右
衛
門

触
州
三
度
衆
御
定
宿

(
御
泊
宿
)

酒
屋
甚
兵
術

定
飛
脚
定
宿

(御
泊
宿
､
脇
御
本
陣
)

(軽
井
沢
)
〔佐
藤
六
右
衛
門
〕

京
三
度
や
六
右
衛
門

京
都
江
戸
大
坂
定
飛
脚
定
宿

(江
州
日
野
<
幡
商
人
御
定
宿
､
江
戸
京
都
御
呉
服
御
定
宿
)

亀
崖
万
右
衛
門

信
州
越
後
御
飛
脚
方
定
宿

(御
泊
宿
)

き
そ
や

中
之
僕
御
飛
脚
宿

(松
代
様
御
定
宿
'
木
曽
荷
物
請
払
所
佐
藤
伊
兵
衛
)

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

(沓
掛
)
〔蔦
昆
清
蔵
〕

っ
た
や
-

群

需

開
店
定
宿

(追
分
)
〔槌
屋
市
着
席
門
〕

林
邑
久
右
衛
門

轡

飛
脚
定
休

ひ
の
や
平
助

謂

御

飛
脚
方
定
宿

献
鮒
商
人
衆
定
宿
､

二
五
〇

(御
泊
畠
､
脇
御
本
陣
､
所
々
種
売
衆
定
宿
)

(越
筏
衆
中
定
休
､
二
八
そ
は
う
ど
ん

即
席
御
茶
墳
)

(御
泊
宿
､
由
榊
配

商
人
衆
定
宿
､
欝

商
人
衆
定
宿
､
江
州
日
野
八
幡
中
郡
商
人
衆
定
宿
､

御
縁
山
翫

定
宿
)

(小
田
井
)
〔問
屋
八
右
衛
門

･
治
部
右
衛
門
〕

(岩
村
田
)
〔間
星
辰
五
郎
〕

(塩
名
田
)
〔問
屋
新
左
衛
門

･
又
左
衛
門
〕

(
八
幡
)
〔問
屋
五
左
衛
門

･
八
郎
兵
衛
〕

(望
月
)
〔御
本
陣
〕

(芦
田
)
〔藤
尾
五
右
衛
門
〕

藤
昆
又
左
衛
門

誰

某

脚
定
宿

(脇
御
本
陣
)

(長
久
保
)
〔笹
藍
善
左
衛
門
〕

笹
良
書
左
衛
門

認

定
飛
脚
御
定
宿

(脇
御
本
陣
､
江
州
日
野
八
幡
中
郡
商
人
衆
定
宿
､
越
中
冨
山
商
人
衆
定
宿
)

(和
田
峠
)
〔木
星
郷
右
衛
門
〕

土
屋
藤
八

御
飛
脚
衆

･
江
州
日
野
八
幡
中
郡
商
人
衆

･
御
故
山
話
中
定
休
所

(諸
御
大
名
様
御
小
体
所
)

木
曽
屋
安
次
郎

諜

定
飛
脚
衆
御
休

(諸
国
商
人
衆
木
曽
職
人
衆
駒
放
山
講
中
定
休
所
)



近
江
屋
六
兵
衛

定
御
飛
脚
京
江
戸
大
坂
江
州
其
外
商
人
衆
御
休
泊
所

小
口
霊

右
衛
門

抑
謂

娼

御
休
泊
所

(諸
御
大
名
称
御
小
体
所
)

(
下
諏
訪
)
〔岩
波
太
左
衛
門
〕

(塩
尻
)
〔
三
度
昆
彦
治
郎
〕

扇
昆
孫
右
衛
門

苗
木
御
飛
脚
定
宿

(商
人
宿
)

(洗
馬
)
〔志
村
勘
之
壷
〕

(本
山
)
〔自
木
星
佐

一
右
徳
門
〕

｢
諸
国
道
中
商
人
鑑
｣
中
仙
道
之
部
カ
は
本
山
迄
で
あ
る
の
で
､
板
橋
か
ら
本
山
迄
で
は
京
昆

｢
大
細
見
｣
と
合
致
す
る
者
で
は
脇
本

(12
)

陣
が
最
も
多
く
､
問
屋
t
.本
陣
へ
休
所
な
ど
が
他
に
見
え
て
い
る
｡
高
崎
に
は
京
昆
弥
兵
衛
の
出
店
が
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

信
州
上
田
に
つ
い
て
は

｢
大
細
見
｣
は
､
東
西
上
州
村
々
押
三
船
銭
の
項
に
､
高
崎
メ
信
州
上
田
迄
と
し
て
､
H
金

1
0
0
両
に
付
五

〇
〇
文
､
日
銀

一
〇
〇
両
に
付
入
0
0
文
､
臼
荷
物
壱
貫
目
は
も
と
の
金
額
は
読
め
な
い
が
､
五
〇
〇
文
に
改
め
ら
れ
て
い
る
O
四
書
状

壱
通
二
四
文
､
回
金
子
入
状
押
小
包
も
の
は
朱
書
で
壱
人
仕
立
金
壱
分
卜
五
〇
〇
文
と
な

っ
て
い
る
｡
他
の
北
国
道
関
係
の
記
述
は
な

ヽ
O

しJ

つ
ぎ
に

｢諸
国
道
中
商
人
鑑
｣
中
仙
道
善
光
寺
之
部
で
信
州
分
の
飛
脚
関
係
は
､
小
諸
､
田
中
'
海
野
'
戸
倉
､
篠
の
井
､
丹
改
良
､

善
光
寺
に
は
見
当
ら
ず
'

(上
田
)

菱
昆
清
兵
衛

御
飛
脚
定
宿

(江
州
御
宿
)

(坂
木
)
信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

′坂
井
屋
儀
左
衛
門

富
山
三
度
商
人
定
宿

(御
泊
宿
)

(矢
代
)

小
松
昆
重
石
衛
門

御
飛
脚

･
商
人
衆
定
宿

(太
物
構
買
次
)

右
の
三
者
が
知
ら
れ
る
｡
上
田
の
菱
星
は
嶋
屋
と
は
関
係
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡
北
国
道
の
嶋
屋
に
つ
い
て
は
今
後
な
お
研
究
が
必
要

で
あ
る
｡

四

諸
国
飛
脚

取
調

こ
の
よ
う
に

｢
諸
国
道
中
商
人
鑑
｣
に
よ
る
と
､
各
海
道
に
は
諸
種
の
飛
脚
の
姿
が
あ
る
｡
少
な
く
と
も
上
田
宿
周
辺
に
見
え
る
各
飛

脚
は
江
戸
と
の
関
係
の
老
だ
か
ら
､
江
戸
に
お
け
る
飛
脚
取
調
に
よ
っ
て
彼
等
の
有
様
を
見
た
い
｡
史
料
の
性
格
上
本
稿
の
上
田
宿
に
関

係
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
点
を
了
承
さ
れ
た
い
｡

(13
)

｢
大
坂
昆
茂
兵
衛
記

録
｣

に
は
'
天
保
七
年
夏
に
大
坂
屋
当
主
迄
五
代
之
旧
臣
利
右
衛
門

(利
助
)
が

｢
諸
国
飛
脚
差
立
候
廉
御
取
調

二
付
御
講
答
｣
を
記
る
し
て
い
る
｡
そ
の
内
に
天
保
三
年
江
戸
の
定
飛
脚
問
屋
和
泉
昆
甚
兵
衛
代
庄
助
が
道
中
奉
行
所
か
ら
仲
間
の
飛
脚

を
差
立
て
る
国
と
､
そ
れ
以
外
に
'
仲
間
外
の
飛
脚
星
に
口
銭
を
取
っ
て
依
頼
す
る
場
合
の
有
無
と
を
聞
か
れ
､
仲
間
寄
合
の
上
で
次
の

通
り
解
答
し
て
い
る
｡

(和
泉
崖
)

即
ち
天
保
三
辰
年
四
月

一
七
日
付
'
道
中
御
奉
行
所
宛
､
定
飛
脚
問
屋
六
軒
惣
代
年
行
事
佐
内
町
兵
助
店

甚

兵

衛

煩

二
付
代
店
支
配
人

(山
田
展
)

庄
助
､
差
添
人
室
町
三
丁
目
林
七
店

八

左

衛

門
幼
年
二
付
店
預
り
人
利
右
衛
門

｢
乍
恐
以
書
付
率
中
上
候
｣
に
は
､

m

(仲
間
の
諸
国
へ
の
連
絡
網
)
･
仲
間
は
京
大
坂
と
東
海
道
筋
国
々
の
往
返
す
る
飛
脚
の
請
負
渡
世
で
あ
り
､
京
大
坂
の
同
業
者
を
相

仕
と
称
L
へ
彼
等
か
ら
五
畿
内
､
東
山
道
､
南
海
道
､
山
陽
道
､
山
陰
道
､
西
国
筋
に
諸
家
の
知
行
所
へ
の
用
を
勤
め
'
文

一
カ
国

一



郡
隈
の
飛
脚
幸
便
等
へ
も
海
陸
共
に
相
対
で
処
理
し
て
い
る
｡

東
海
道
の
各
駅
に
は
仲
間
の
出
店
か
取
次
所
な
ど
を
設
置
し
へ
そ
の
国
々
の
用
向
を
す
る
｡
そ
し
て
近
隣
の
国
々
の
場
合
に
は
最
寄

の
駅
場
か
ら
継
銭
を
相
対
で
き
め
て
置
き
用
向
を
処
理
す
る
.
ま
た
辺
土
や
山
岳
地
域
ま
で
の
雑
穀
､
人
足
銭
が
懸
っ
て
も
京
大
坂
迄

の
幸
便
の
価
格
で
処
理
す
る
｡

天
明
年
中
に
荷
物
が
宿
で
滞
ら
な
い
よ
う
に
御
蝕
が
あ
り
､
以
来
定
飛
脚
問
屋
の
名
目
を
仰
付
け
ら
れ
､
以
後
数
回
同
様
の
御
蝕
が

出
さ
れ
た
｡
上
方
筋
で
は
飛
脚
が
往
来
し
て
い
な
い
国
々
で
も
相
仕
又
は
出
店
､
取
次
所
な
ど
の
最
寄
の
地
域
は
用
向
を
処
理
出
来

る
｡

必
(中
山
道
筋
国
国
と
日
光
道
中
､
奥
州
仙
台
迄
)

こ
の
場
合
は
仲
間
内
の
京
昆
弥
兵
衛
と
場
屋
佐
右
循
門
が
飛
脚
を
差
立
て
'
前
項
と
同
趣
旨
の
御
蝕
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
各
国
々
に

出
店
､
取
次
処
な
ど
が
設
置
さ
れ
'
仲
間

一
同
の
飛
脚
差
立
の
建
前
か
ら
､
口
銃
を
き
め
て
お
き
仲
間
各
飛
脚
関
屋
か
ら
も
京
屋
､
嶋

臣
に
渡
し
て
い
る
｡
隣
国
や
最
寄
の
地
域
へ
は
継
銭
を
相
対
で
き
め
て
処
理
す
る
｡

矧
(甲
府
)

京
昆
弥
兵
衛
の
相
仕
で
あ
る
京
都
の
近
江
昆
苔
兵
衛
か
ら
甲
府

へ
出
店
を
L
t
甲
府
と
京
大
坂
へ
の
定
飛
脚
が
往
返
し
て

い
る
｡

紺
(水
戸
御
城
下
､
奥
州
岩
城
辺
)

鳴
昆
佐
右
衛
門
が
文
政
年
中
以
来
道
中
奉
行
所
に
願
い
御
地
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
毎
月
七
の
日
を

三
斎
定
日
と
し
て
飛
脚
を
差
立
て
'
仲
間

一
同
へ
請
負
い
､
そ
れ
を
嶋
星
に
渡
し
て
処
理
す
る
｡

愉

(越
後
国
水
原
辺
)

嶋
屋
が
用
向
を
引
請
け
'
そ
の
街
道
筋
の
駅
へ
相
対
で
継
送
を
し
て
い
る
が
､
定
日
の
御
触
流
が
な
い
街
道
筋

の
た
め
､
仲
間

一
同
で
は
請
負
方
は
し
な
い
｡

愉

(
そ
の
他
)

北
国
筋

へ
は
加
州
様
御
飛
脚
会
処
が
あ
り
'
御
国
用
を
処
理
し
て
い
る
.
そ
の
他
に
甲
府
往
返
の
飛
脚
定
宿
及
び
題

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

二
五
三



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
三
号

二
五
四

後
､
信
濃
と
近
国
を
往
返
す
る
飛
脚
宿
で
用
向
を
請
負
う
者
が
い
る
の
で
､
こ
れ
ら
の
取
扱
地
域
へ
得
意
先
か
ら
板
ま
れ
た
場
合
な
ど

に
は
､
相
対
の
駄
賃
銭
で
依
析
し
て
い
る
｡

･
以
上
の
通
り
六
項
目
の
内
で
五
項
目
は
定
飛
脚
問
屋
､
最
後
の
1
項
目
は
相
仕
外
以
の
同
業
者
と
の
撞
携
で
あ
り
､
定
飛
脚
問
屋
の
営

業
地
域
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
｡

右
の
書
付
を
四
月

一
九
日
に
申
告
し
た
際
､
道
中
奉
行
所
か
ら
諸
国
の
飛
脚

一
七
カ
所
に
つ
い
て
､
飛
脚
が
諸
家
の
屋
敷
か
ら
か
､
町

の
請
負
人
か
ら
か
､
又
毎
月
何
斉
で
､
駄
数
は
何
程
宛
廻
し
て
通
行
す
る
か
を
取
調
べ
る
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
.

こ
の
取
調
の
た
め
定
飛
脚
問
屋
仲
間
で
は
､
品
川
宿
に
和
泉
昆
甚
兵
衛
､
大
坂
昆
茂
兵
衛
'
山
田
昆
八
左
衛
門
が
､
板
橋
宿
に
場
屋
佐

右
衛
門
が
､
千
住
宿
に
京
昆
弥
兵
衛
が
赴
き
'
四
月
二
七
日
に
結
果
を
持
寄
り
案
文
を
利
右
衛
門
が
和
泉
屋
で
認
め
た
｡

そ
れ
は
四
月
二
九
日
付
へ
道
中
御
奉
行
所
宛
､
定
飛
脚
問
屋

一
同
惣
代
左
内
町
兵
助
店
甚
兵
衛
煩
二
付
代
庄
助
へ
差
添
人
室
町
三
丁
目

林
七
店
八
左
衛
門
幼
年

二
付
店
預
り
人
利
右
衛
門

｢
乍
恐
書
付
を
以
奉
中
上
候
｣
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
.

仙
会
搾
産
物
飛
脚

先
年
会
搾
領
主
か
ら
道
中
奉
行
所
に
御
達
の
上
で
'
宮
崎
利
助
と
認
め
た
駄
賃
帳
を
持
参
し
､
荷
物
才
領
は
帯
刀
し
て
お
り
､
年
中
往

返
し
て
い
る
｡
夏
季
に
は
駄
数
を
増
加
す
る
｡
御
国
産
交
易
に
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
､
請
負
人
石
町
四
丁
目
百
足
昆
又
兵
衛
か
ら

差
立
て
る
｡

必加
州
三
度
飛
脚

(冨
山
三
度
飛
脚
)

前
書
同
断
､
即
ち
領
主
か
ら
道
中
奉
行
所
に
達
し
た
上
で
月
三
斎
往
返
し
御
国
用
の
飛
脚
で
あ
る
よ
う
で
､
本
郷
六
町
目
に
会
処
が
あ

る
｡
百
姓
町
人
か
ら
で
も
依
頼
が
あ
れ
は
請
負
う
｡
冨
山
三
度
と
云
う
の
も
あ
る
が
､
い
ず
れ
も
荷
物
才
債
は
帯
刀
し
元
締
町
人
の
請
負

で
あ
る
｡



胤
尾
州
岐
阜
三
度
飛
脚

江
戸
か
ら
の
飛
脚
往
来
を
し
て
い
な
い
｡

仙
濃
州
大
塩
三
度
飛
脚

領
主
手
隈
の
乗
軽
尻
で
足
軽
衆
両
人
が
差
添
い
､
毎
月

1
両
度
宛
飛
脚
往
返
で
あ
る
O

t引
信
州
上
田
飛
脚

月
何
斉
と
い
う
事
も
な
く
足
軽
体
の
者
が
帯
刀
し
て
往
来
L
t
町
人
荷
物
も
請
負
う
｡

愉
信
州
松
本
飛
脚

両
三
年
以
前
か
ら
始
ま
る
｡

つ
ま
り
天
保
元
年
頃
か
ら
で
､
町
人
体
の
者
が
帯
刀
し
て
い
る
｡
領
主
御
屋
敷
か
ら
飛
脚
が
出
立
す
る

が
'
町
人
請
負
の
荷
物
は
特
別
に
板
橋
宿
ま
で
差
出
し
､
そ
こ
で
飛
脚
が
持
添
え
て
宿
々
の
継
立
を
疏
む
｡

m越
後
長
岡
飛
脚

古
着
商
人
か
ら
差
立
て
る
｡
何
方
か
ら
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
､
多
-
は
冒
浄
町
た
ま
や
久
五
郎
､
長
谷
川
町
米
屋
勘
蔵
か
ら
差
立

て
い
る
｡

胤越
後
三
族
飛
脚

(14
)

三
条
御
坊
の
名
目
で
､
定
日
は
決
ま
′っ
て
お
ら
ず
､
折
々
通
行
す
る
｡

胤越
後
柏
崎
飛
脚

毎
月
往
返
六
度
通
行
で
､
本
石
町
三
丁
目
山
口
室

二
次
郎
か
ら
差
立
て
る
O
こ
れ
は
越
後
柏
崎
町
年
寄
中
村
雄
右

(15
)

衛
門
'
嘉
永
七
年
甲
寅
歳

｢公
私
記
録
｣
の
一
一
月
に
み
え
る
江
戸
行
飛
脚
渡
世
の
常
飛
脚
谷
町
九
郎
右
衛
門
の
事

か

｡

山
紀
州
三
度
飛
脚

瀧
年
か
ら
街
道
筋
で
は
忍
冬
酒
之
飛
脚
と
云
わ
れ
て
い
る
｡
紀
伊
株
御
用
達
赤
坂
窮
伝
馬
町
玉
昆
十
五
郎
か
ら
九
の
日
が
定
日
で
差
立

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

二
五
五



史
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館
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二
五
六

て
'

1
度
に
荷
物
六
七
駄
程
宛
を
廻
し
荷
物
才
債
は
帯
刀
で
あ
る
｡
二
月
か
ら

1
0
月
迄
は
中
山
道
往
返
し
'

一
〇
月
か
ら
翌
二
月
迄
は

東
海
道
往
返
で
あ
る
｡
領
国
の
百
姓
町
人
の
商
荷
物
は
勿
論
､
京
大
坂
へ
の
商
荷
物
も
持
受
け
､
往
返
共
に
伏
見
駅
で
荷
物
を
取
分
け
又

は
持
儀
を
す
る
｡

皿
越
前
福
井
三
度
飛
脚

領
主
御
飛
脚
で
毎
月

一
両
度
往
返
し
､
そ
の
御
屋
敷
へ
乗
込
む
｡
＼

岨
尾
州
名
古
屋
飛
脚

､
近
年
取
締
が
あ
る
の
か
毎
月
三
度
程
宛
で
あ
る
｡
領
主
､
家
老
の
判
形
で
東
海
道
筋
に
御
用
飛
脚
を
差
立
て
る
｡

一
度
に
三
五
駄
限
で

往
返
す
る
｡

旧
奥
州
仙
台
飛
脚

仙
台
御
小
人
飛
脚
と
云
い
､
領
主
か
ら
そ
の
時
々
に
御
蝕
が
あ
り
､
御
屋
敷
か
ら
差
立
て
駄
数
に
増
減
が
あ
る
｡

仙
越
後
高
田
飛
脚

町
人
体
の
者
が
荷
物
を
才
侵
し
て
処
々
か
ら
差
立
て
る
｡
そ
の
住
所
や
名
前
な
ど
判
っ
き
り
し
な
い
｡

旧
南
部
弘
前
飛
脚

鵬奥
州
松
前
飛
脚

領
主
か
ら
差
立
て
い
る
｡

仰信
州
大
勧
化
飛
脚

二
カ
所
か
ら
飛
脚
を
差
立
て
る
｡
三
斎
宛
六
度
通
行
L
へ
出
所
は
神
田
薙
子
町
家
主
惣
右
衛
門
と
同
弁
慶
橋
相
模
昆
武
兵
衛
の
両
人

で
､
善
光
寺
大
本
願
飛
脚
､
大
勧
進
飛
脚
と
称
し
て
通
行
し
て
い
る
｡



以
上
で

1
七
カ
所
の
飛
脚
の
取
調
を
終
り
､
最
後
に
江
戸
定
飛
脚
関
屋
と
こ
の

1
七
カ
所
の
飛
脚
便
と
は
､
直
接
荷
物
を
頼
む
事
は
全

-
な
い
｡
前
述
の
江
戸
定
飛
脚
問
屋
の
営
業
地
域
に
つ
い
て
の
最
終
項
で
'
仲
間
外
の
飛
脚
伐

へ
得
意
先
か
ら
頼
ま
れ
た
場
合
と
か
'
上

方
筋
か
ら
の
依
頼
で
北
国
筋
や
武
州
忍
'
行
田
辺

へ
の
歩
行
飛
脚
に
用
向
を
頼
む
場
合
を
記
る
し
た
が
､
こ
れ
は
偶
然
の
事
で
あ
り
､
口

銭
を
決
め
て
貫
高
の
荷
物
を
定
期
的
に
依
頼
す
る
訳
で
は
な
い
と
断

っ
て
い
る
｡

上
田
の
原
町
間
昆
日
記
に
は
こ
れ
ら
の
飛
脚
の

一
部
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
が
､
こ
こ
で
は
今
後
各
宿
の
間
昆
日
記
を
み
て
各

飛
脚
の
具
体
的
な
姿
を
研
究
す
る
事
に
し
た
い
｡

註
(1
)
(2
)

(3
)

(4
)

藤
沢
直
枝

｢上
田
市
史
｣
上
巻
八
八
三
-
四
頁

青
江
秀
編

r大
日
本
帝
国
駅
逓
志
考
証
｣
四
1
七
頁

｢法
規
分
類
大
全
第
】
編
｣
六
七
二
頁
､
運
輸
門
二

駅
逓

幕
府
統
制

山
口
剛
解
説

｢浮
世
草
子
集
｣
(日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之

部
九
巻
)
四
〇
二
頁

な
お
文
政
五
年
壬
午

1
0
月
､
飯
田
利
想
序
｢知
新
典
｣
六
(広

島
市
役
所
編

｢新
広
島
市
史
｣
六
巻
二
)
≡
-
五
頁
)
に
は
'
安

芸
国
広
淑
組
塚
本
町
に
貞
佐
生
涯
行
事
の
項
が
あ
る
｡
そ
れ
に
は

芥
河
貞
佐
は
備
中
国
笠
岡
の
丸
山
久
右
衛
門
の
子
で
あ
る
が
へ
父

か
ら
金
二
〇
〇
両
を
与
え
ら
れ
て
勘
当
さ
れ
'
先
ず
播
州
明
石
の

辺
で
僻
人
に
な
っ
た
り
'
団
子
英
子
を
製
造
販
売
し
た
-
'
つ
い

で

｢あ
ろ
別
業
の
番
人
｣
に
な
る
が
'
上
方
に
赴
い
て

｢大
津
わ

た
り
に
旅
人
の
荷
を
か
た
け
'
ゆ
く
へ
と
て
も
'
と
ま
り
と
て
も

信
州
上
田
原
町
間
昆
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

定
め
え
ぬ
世
を
雲
助
と
い
ふ
者
に
も
な
り
Lt
ま
た
代
神
楽
の
長

持
を
持
ち
'
三
井
寺
の
僧
に
つ
か
え
'
山
科
で
赤
穂
義
士
の
内
に

｢な
に
か
し
の
跡
に
し
ろ
へ
あ
り
て
か
ゝ
り
居
｣
り
'
そ
の
間
に

は

｢あ
る
日
ハ
日
僻
取
の
奴
と
な
り
Lt
そ
の
後
は
大
坂
で
寺
の

講
供
養
の
肝
前
'
商
家
の
飯
焚
な
ど
L
t
結
局
金
二
〇
〇
両
に
は

手
を
つ
け
ず
帰
国
し
た
と
記
し
て
い
る
｡

こ
れ
は
特
殊
な
例
で
あ
ろ
う
が
'
雲
助
は
特
別
の
交
通
労
働
者

で
は
な
く
日
脚
の
1
櫨
で
あ
る
場
合
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
｡

ま
た
文
化
七
年
初
演
'
鶴
屋
南
北

｢絵
本
合
法
衝
｣
序
幕

(蘇

池
明
校
訂
'
広
末
保
編

｢柏
屋
南
北
全
銀
｣
二
巻
三
〇
】
･
三
1

五
頁
)
に
問
屋
人
足
孫
七
が
道
具
屋
与
兵
衛
に

｢私
め
は
'
あ
な

た
の
御
惣
領
､
瀬
左
衛
門
さ
ま
に
奉
公
い
た
し
'
御
恩
に
な
り
ま

し
た
も
の
で
ご
ざ
り
ま
す
る
が
'
瀬
左
術
門
さ
ま
に
は
､
い
さ
～

か
の
事
に
て
'
勘
気
を
か
ふ
む
り
'
只
今
は
ま
こ
と
に
そ
の
日
か

せ
ぎ
｡
小
損
に
雇
は
れ
'
又
は
椙
に
も
屈
は
れ
'
よ
ふ
-

煙
を

二
五
七



史
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三
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つ
な

た
て
､
命
を

繋

ぎ

ま
す
ろ
う
ち
｣
､
｢お
恥
し
い
住
居
で
'
･お
目
に

し
みす
む
ら

は
懸
ら
れ
ま
せ
ね
が
､
こ
れ
よ
-
少
し
放
れ
て
､
清

水

村

と

申
所

に
お
り
ま
す
る
｣､
ま
た
高
橋
淑
左
衛
門
に
会
う
と

｢
ア
イ
ヤ
'

い
ぜ
ん
は
武
家
の
お
屈
し
さ
に
､
御
奉
公
し
た
身
な
れ
ど
も
'
旦

_フけ

那
の
御
気
に
違
ひ
し
ゆ
へ
t
か
ん
当
請
て
今
の
身
は
'
往
来
の
旅

人
の
肩
や
す
め
'
そ
の
日
ぐ
ら
し
の
旅
小
あ

げ
｣
と
言
う
｡
彼
の

姿
は

(｢同
上
｣
二
巻
二
九
九
頁
)
｢脚
半
'
わ
ら
じ
､
小
あ
げ
の

な
り
｣
で
あ
る
｡
こ
れ
も
奉
公
人
が
日
雇
=
交
通
労
働
者
と
な
っ

た
場
合
を
示
し
た
戯

曲
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
適
当
な
箇
所
で
は
な
い
が
'
文
化
六
己
巳
年
五
月
､
書

林
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
他
刊

｢当
用
手
習
状
｣
(下
絵
国
相
馬
郡

川
原
代
村
他
端
木
村
家
文
事
'
木
村

一
郎
氏
蔵
)
に
は
飛
脚
に
関

し
て
'
火
事
見
舞
と
し
て

主
上
げ
っ
い
く
か
そ
の
わ
ん
ち
し
ゆ
つく
八
の
お
も
b
h

ひ
Aや
く
4
･し
ゆ
う
ち
う
し
ん
お
と
ろ
h
い
A
･

去

月

何

日

其

御

地

出

火

之

趣

飛
脚

屋

衆

注

進

驚

入

し
か
L
d
か

Llは
う
が
く
か
ぎ
わ
さ

やう
す
な
が
ら
き
り
た
い
く
ハ

ぎ

奉
存
侯
､
併

貴

家

様
御

方

角

風

脇

之
様

子

乍

レ
去

大

火

之

儀

た
は
か
L.な
ら
す
LJし
ん
は
い
ゑ
ん
さ
つ

ま
づ
と
･e･
あ
へす
お
ん
み
ま
ひま
で
Uと
く
か
く

不

二
大

方

.
御

心

配

達

察

仕

供
'
先

不

二
取

敢

.
御

見

舞

蓮

如

レ
斯

御
座
候

そ
し
て
'
お
な
じ
く
と
し
て

し
か
れ
バ
そ
のわ
ん
ち
き
ん
わ
ん
う
け
た
ま
八
ざ
る
L
.い
-
い
お
b
L
.
ゝ
L
h

一
筆
啓
上
任
侠
'
然

者

庶

御

地

近

年

不

.
承

大

火

移

敷

断

郊
bi3
之
酎
む堪

れパ

声

存
侯
,
鄭
卿
か
聖

が

之
齢
か

肝

も
無

二
御

座

,

y

酢

か
u<
<離
之

離

蹴

郎
vA
r
様
邸
.
緋

帥

&

,
鵬

な
く
LJ
ぎ

た
ち
のh
あ
そば
さ
れ
こ
と

お
ど
ぎ
う
お
て
あ
て
d
お
ん
ゆ
A
と
tJA

よ
し

立

退

被

.
遊

殊

に

御

土

蔵

御

手

管

茂

御

行

届
被
レ
遊
侠

由

､

め
で
た
･Aね
ん
ざ

し
た
が
って
.&
ぐ
ひ
や
く
ほ
んま
へて
ん
じゃ
ざ
い
く
モ
ま
つ

目

出

度

御

儀

奉
存
侯
'
随

両

家

具

有

人

前

田

舎

細

工

虎

抹

二
五
八

し
な

へ
ど
も

つ
ぎ
た
て
ひ

P
や
く
さ
い
れう
さ
し
そ
へ
し
ん
じ
ゃ
う

之

品

二

御
座
候
得

共

'

継

立

飛

脚

宰

領

差

添

進

上

任
侠
､

Llたう
ぷ
ん

も
あ
ひ
た
ち

ハ
は
ん
も
う

い
L,り

d
よ
う
く
ハう
さ
ん
け
ん

御

当

分

に
茂

相

立

侯
昔

本

望

之

至

二
奉
存
供

､恐
悼

琴

盲

ま
た
荷
物
催
促
と
し
て

は
や
だ
上
り

･･Pつて

.&
う
し
._

せ
つ
.L
い
よ
ー
1

こ
けん
L
や
う

早

便

を

以

1
撃
啓
上
任
侠
'
向

暑

之

節

弥

御

堅
勝

被

.

お
人
く
ら
し
ち
ん
てう

し
か
れ
パ
ご
あ
ん
な
い

に
もつ

成
二
御

暮

)
珍

霊

奉
.存
候
'
然

者

御

案

内

琴
l仰
下
)侯
荷

物

いま
も
つ
て
L.う
ち
や
く
つ
ま
つら
ず
て
は
な
は
だ
▲
つ
が
う
の
ど

LJ
ぎ

d
つと
d

今

以

到

着

不

.
任

侠

而

甚

不

都

合

之

儀

l【御
座

候
'

尤

ひ
さ
や
く
や
し
う
へだ
うも
う

やう
す
な
く
ゆ

L,ん
う
け
た
ま
わ
Ltあ
は
せ

こ
の
L
At

飛

脚

屋

衆

t
j

道
中

之

様

子

無

..油

断

t
承

合

申

侯
､
此

香

枇
う
ち
郡
か
七
和
郎
朗
か
鞘
粥
が
緋
靴
那
可
レ
被
.

下
僕
,
中

づか
へ
まか･E>なり
ところめいわ
く

こ
の
の
ち
わ
ん
く
だ

に

も
つ
な
に
･uf

支

二
罷

成

債

鬼

迷

惑

仕

侯

'此
後

御

下

し
之
荷

物

何

卒

LIあ
い
LJい
の
と
ころ
お
ん
さ
ま

御

相

対

之

所

御

究

り

可
レ被
.下
僕

と
の
文
章
が
あ
る
｡
火
事
見
舞

'
荷

物
催
促
な
ど
一
般
に
飛
脚
が

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

宮
川
赦
乗
執
筆

｢柏
崎
ち
ぢ
み
史
｣
九
〇
頁

逓
信
博
物
館
蔵
｡
文
化

一
一
年
甲
成
春
'
成
田
重
兵
衛
思
斎
述

r蚕
飼
絹
節
大
成
｣
巻
下

(荒
木
幹
雄

･
徳
永
光
俊
校
訂

｢日
本

兵
書
全
集
｣
三
五
巻
四
〇
九
買
)
に

｢糸
荷
奥
州
よ
り
京
へ
の
ぼ

さ
いJE,ヤう

し
は
い

る
に
'
宰
領
壱
人
に
七
駄
ツ
､
ニ
か
ぎ
り
支
配
す
る
也
｣と
あ
り
､

ま
た
嘉
永
六
年
等
丑
冬
'
喜
田
川
合
山
述
の
喜
田
川
季
壮
尾
張
部

守
月
誌

｢守
貞
讃
稿
巻
之
五
｣
(喜
多
川
守
貞
著
､
朝
倉
治
彦
編

｢守
貞
漫
稿
｣
上
巻
六
八
頁
)
に
'
飛
脚
屋
と
し
て
東
海
道
の

場
合
に

｢右
ノ
並
便
以
下
宰
領
卜
幸
二

夫
ヲ
馬
四
'
五
駄
二
附

シ
'
途
上
掌
.
之
テ
往
来
ス
ル
也
､
数
駄
ノ
中

1
駄
乗
カ
ラ
尻
卜

云
テ
荷
ヲ
軽

ク

シ
､
宰
領
其
上
二
乗
ル
'
並
便
ハ
昼
往
キ
夜
ハ



必
ラ
ズ
宿
ス
'
十
日
限
以
下
ハ
昼
夜
往
テ
宿
ス
ル
事
無
.之
'
又

特
二
火
急
ヲ
報
ズ
書
簡
ェ
ハ
四
日
限
仕
立
飛
脚
卜
云
ア
リ

､
是
ハ

常
こ
無
之
'
三
都
共
二
帝
二
応
テ
発
之
'
大
概
貸
金
四
両
計
也
'

此
仕
立
こ
ハ
宰
領
ヲ
附
セ
ズ
'
放
チ
贈
り
兼
テ
毎
駅
二
得
意
ノ
者

ア
ワ
テ
掌
.之
'
毎
駅
夫
ヲ
代
へ
絹
テ
遣
レ之
'
発
日
ヨ
り
必
ラ
ズ

四
十
八
時
ニ

テ
達
,之
｣
と
あ
る
｡
中
仙

道

も
似
た
も
の
で
は
あ

ろ
ま
い
か
｡
(重
松

岩
雄
編

｢頼
家
近
世
風
俗
志
｣
上
九
九
頁
参

照
)高
崎
市
編

｢高
崎
市
史
｣
下
巻
六
一
頁

渋
川
市
郷
土
史
研
究
会
礎
刻
本
に
よ
る
｡
な
お
昭
和
九
年
刊
'

新
潟
市
役
所
編

｢新
潟
市
史
J
上
巻
九
三
八
-
九
頁
に
は
､
｢弘

化
四
年
六
月
江
戸

･
新
潟
間
の
定
便
日
数
は
次
の
如
し
｡

会
津
通

九
拾
三
里

九
日
乃
至
十

一
日

信
州
路

百
六
里

七
日

三
国
通

九
十

一
里

六
日

会
津
通
の
近
距
離
な
る
割
合
に
多
-
の
日
子
を
要
せ
L
は
'
宿

駅
の
聯
絡
不
便
な
る
と
､
人
情
緩
慢
た
り
し
に
依
れ
る
は
前
之
を

述
べ
た
り
｡

前
項
継
飛
脚

･
大
名
飛
脚
は
幕
府
の
公
用
文
は
藩
の
所
用
を
岬

ず
る
も
の
に
て
'
町
飛
脚
は
町
家
の
用
を
弼
ず
る
民
間
営
業
者
な

り
L
が
､大
名
飛
脈
は
専
任
を
置
か
ず
し
て
､町
飛
脚
を
し
て
兼
常

せ
し
め
､
少
分
の
扶
持
を
給
興
し
て
藩
用
を
紺
ぜ
し
め
し
も
の
多

し
｡
し
か
し
て
藩
用
に
て
往
来
す
ろ
際
に
は
道
中
は
苗
字
帯
刀
を

差
許
す
を
例
と
せ
り
｡
当
地
の
定
飛
脚
藤
田
忠
四
郎
の
如
き
は
そ

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

(9
)

の
1
<
な
り
｡
服
禁

讐

飛
脚
賃
は
季
節
の
好
感
に
よ
-
春
彼
岸
よ
-
冬
至
ま
で
私
領
当

時
は
延

一
里
当
り
九
拾
八
文
'
冬
至
よ
り
春
彼
岸
ま
で
は
官
給
五

文
三
分
壱
1B
二
毛
な
-
L
が
'
弘
化
四
年
改
定
'
好
季
五
拾
四

文
'
不
良
率
に
は
六
拾
四
文
に
減
じ
た
り
し
が
'
尚
江
戸
往
返
の

経
費
見
横
額
は
相
当
額
に
上
る
を
見
る
可
き
の
み
な
ら
ず
'
僻
取

辺
境
に
至
っ
て
は
殆
ど
音
信
の
便
を
絶
L
t
然
ら
ざ
ろ
も
掩
滞
怒

廷
甚
し
き
は
之
を
失
ひ
'
終
に
梗
塞
せ
し
む
る
も
の
あ
り
｣′
と
記

る
さ
れ
て
い
る
｡

三
井
文
庫
蔵
本
｡
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編

｢群
馬
県
史
｣

資
料
編

10近
世
2
六
1
九
-
二
七
頁
に
'
深
谷
宿
か
ら
沓
掛
宿
ま

で
が
抄

録さ
れ
て
い
る
｡

長
野
一
九
号
二
八
1
四
三
頁

逓
信
博
物
館
凍

上
州
高
崎
に
つ
い
て

｢定
飛
脚
問
屋
頗
済

一
件
｣
(児
玉
幸
多

校
訂

｢近
世
交
通
史
料
娘
｣
七
巻
四
九
二
蔓

に
'
安
永
二
年
の

道
中
三
度
飛
脚
宿
や
取
次
所
と
し
て
高
崎
に
は
胞
良
彦
兵
衛
'
近

江
屋
藤
八
を
記
る
L
t
安
中
'
妙
義
と
連
絡
し
て
い
る
｡
ま
た
天

明
七
年
迄
の
事
を
記
し
た

｢島
屋
佐
右
御
門
家
声
録
｣
(｢同
右
｣

七
巻
所
収
)

に
京
屋
に
つ
い
て
高
崎
関
係
記
述
は
見
当
ら
な
い

か
ら
'
天
明
八
年
か
ら
文
化
元
年
の
閉
-こ
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
｡
｢高
崎
市
史
｣
下
巻
六
一
頁
は
'
飛
脚
屋
と
し
て

｢本
市
飛

脚
ノ
始
メ
ハ
享
保
三
年
ニ
シ
テ
是
ヨ
リ
諸
国
二
及
プ
ト
云
7
､
而

シ
テ
従
来
ヨ
リ
当
地
ニ
ハ
飛
脚
旭
屋
ノ
出
張
ア
リ
'
後
和
泉
屋
甚

二
五
九



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
三
号

兵
衛
'
江
戸
屋
仁
三
郎
'
山
田
屋
八
右
衛
門
､
島
田
京
屋
ノ
五
軒

ア
リ
シ
ガ
'
明
治
五
年
三
月
ヨ
リ
､
島
田
吉
三
郎
其
権
利
ヲ
譲
り

受
ケ
､
日
々
脚
夫
ヲ
県
庁
二
出
シ
､
配
達
物
ヲ
引
受
ケ
'
又
県
庁

ヨ
リ
各
町
村
へ
ノ
公
用
書
類
ハ
無
賃
配
達
ヲ
て
ソ
タ
リ
'
後
郵
便

法
制
定
セ
ラ
レ
'
民
間
受
負
全
ク
廃
セ
ラ
ル
｣
と
あ
る
｡

(13
)

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵

(14
)

越
後
国
柿
崎
宿
本
陣
問
屋
椿
屋
河
端
家
文
書

(河
端
茂
太
郎
氏

蔵
)
に
は
'
｢京
坂
参
飛
｣
(3
.5
×
3
.5
セ
ン
チ
)
の
印
を
捺
印

し
､
｢午
ノ
拾
四
番

越
後
三
債
飛
脚
年
行
司

籍
屋
孫
四
郎
殿
｣

と
記
し
た
合
印
鑑
が
あ
る
｡

(ほ
)

｢柏
崎
市
史
資
料
集
｣
近
世
4
四
〇
三
･
四
〇
九
-
一
〇
頁

(補
1
)

児
玉
幸
多
校
訂

｢近
世
交
通
史
料
集
｣

七
巻
四
九
七
-
八

頁
｡
寅
十
一
月
十
五
日
付
で
あ
ろ
｡

(補
2
)

大
森
利
球
治

二
二
沢
勝
衛

｢塩
尻
町
誌
｣
四
六
三
頁
に
'

日
本
橋
瀬
戸
物
町
幸
入
店
(マ
マ
)

場
屋
佐
左
衛
門

日
本
橋
室
町
弐
丁
目
彦
入
店

十
七
屋
孫
兵
衛

右
之
者
共
'
近
年
三
度
飛
脚
荷
物
継
立
相
滞
段
申
立
に
付
'
吟

味
之
上
今
般
京
大
阪
定
飛
脚
問
屋
被
申
付
､
見
世
懸
け
看
板
も

差
免
間
､
以
来
荷
物
江
は
定
飛
脚
と
謬
侯
焼
印
札
を
為
持
'
宿

々
江
も
右
札
を
渡
置
引
合
'
宿
場
定
之
賃
銭
急
度
相
払
往
返
可

致
旨
申
渡
侯
間
'
其
方
共
布
々
に
て
も
右
之
趣
に
相
心
得
､
右

焼
印
札
請
放
置
引
合
無
相
違
分
は
､
定
之
賃
銭
請
取
'
尤
御
用

二
六

〇

物
は
勿
論
､
其
外
之
荷
物
も
宿
場
到
着
之
順
次
第
不
留
置
､
宿

人
馬
に
不
限
'
助
郷
馬
に
而
も
早
速
継
送
可
申
者
也

p

寅
十

一
月
十
四
日

伊

隷

印

(天
明
二
年
)

遠

江

印

中
山
道
板
橋
よ
り
守
山
迄

宿
々
問

屋

年

寄

川
々
役
人
共

(補
3
)

｢同
右
｣
四
六
四
-
五
頁
｡

(補
4
)

郵
政
省
編

｢郵
政
百
年
史
資
料
｣

〓
1巻

一
〇
二
-
四
'
1

〇
七
-
九
頁
｡
触
事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

追
テ
此
触
書
早
々
順
達
承
知
之
旨
別
紙
請
書
相
添
留
ヨ
リ
宿
相

継
ヲ
以
可
相
返
事

通
商
三
会
社
頭
取
開
拓
御
用
達
兼

吉
村
甚
兵
衛

右
ハ
国
内
普
ク
信
書
物
貸
往
復
群
理
東
京
ヨ
リ
越
後
新
潟
迄
宿

村
相
封
賃
銭
相
沸
時
々
飛
脚
荷
物
往
復
運
輸
之
便
ヲ
相
関
度
段

聞
届
侯
間
宿
村
共
正
箕
ヲ
主
ト
シ
過
常
之
賃
銭
不
貴
精
々
早
着

相
成
侯
様
可
致
世
話
モ
ノ
也

庚
午
七
月
九
日

厨

退

御

役

所

中
山
道
板
橋
ヨ
リ
追
分
迄
夫
ヨ
リ

越
後
国
新
潟
迄
右
循
村
役
人

前
岡
文
言

越
後
新
潟
迄
中
山
道
高
崎
ヨ
リ
三

国
通
り
越
後
新
潟
迄
右
肩
村
役
人



〔後
記
〕

本
稿
の
作
成
に
当
り
'
逓
信
博
物
館
'
上
田
市
立
図
書
館
､

三
井
文
庫
'
慶
応
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
国
立
史
料

館
､
木
村

一
郎
'
河
端
茂
太
郎
氏
は
所
蔵
史
料
の
利
用
を
許
可

さ
れ
た
｡
伊
東
弥
之
助
'
橋
本
輝
夫
'
田
中
康
雄
氏
の
ご
好
意

に
預
り
ま
し
た
事
を
感
謝
し
ま
す
｡

信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え
る
定
飛
脚
に
つ
い
て

(藤
村
)

=


